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要旨：大型放射光施設�SPring-8�では、高エネルギー放射光の発生とその応用の可能性を探る

ため、Budker�原子核研究所（ロシア）と共同で�10T�超伝導ウィグラーの検討、設計、製作を

行ってきた。1999 年の装置完成、翌 2000 年からのテストベンチでの性能試験を経て、本年(2002

年)8 月に、これを�8GeV�電子蓄積リングの直線部に仮設置した。9�月�3�日から�5�日までの期

間、実際に電子ビームを使った試験を行い、MeV�領域の高エネルギー放射光を発生させた。た

だし、放射線防護および熱負荷の観点から、蓄積電流値は通常のユーザー運転時の 1/1000 であ

る�0.1mA�とした。

今回の試験の主な目的は、加速器に対する影響を見ることと、放射線および熱負荷などの基礎

データを収集することにある。本講演では、このビーム試験の経過を報告し、あわせて大強度

の陽電子ビームを高エネルギー放射光を使って生成する可能性についても議論する。
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